
 
 
 
 
 
 
 
 

日頃より市政に御理解と御協力をいただき、深く感謝申し上げます。 

令和６年 11 月 4 日（月・祝）に北坂戸地域交流センターにおいて、「第３回北坂戸地区都市公園づくり

ワークショップ」を開催いたしました。当日は、「第２回ワークショップの振り返り」や「公園の計画素案

の説明」を御説明させていただいた後に、ワークショップを行いました。ワークショップでは、４つのグル

ープに分かれ、「公園の計画素案について、確認しよう！」というテーマで意見交換を行い、たくさんの御

意見をいただくことができました。 

この「第３回北坂戸地区都市公園づくりワークショップニュース」では、第１回から第３回ワークショッ

プの活動内容の御報告を行います。 

●第１・２回ワークショップのテーマと主な意見 

第１回 テーマ「こんな公園にしたい！公園でこんなことができたらいい！」 

公園づくりのキーワード 主な意見（一部要約、抜粋） 

子どもたちが 

元気いっぱい遊べる公園 

・子どもたちが安全・安心に遊べる公園にしたい！ 

・子ども向けの遊具がたくさんあるといい！ 

・幼児や園児などの小さい子どもたちも遊べる場所があるといい！ 

・夏場も遊べる場所があるといい！ 

・子どもから高齢者まで楽しめる公園にしたい！  

健康づくりに寄与する公園 

・子どもから高齢者までみんなの健康づくりの場所にしたい！ 

・グラウンドゴルフができる場所があるといい！ 

・気軽にキャッチボールやボール遊びができるといい！  

地域の交流・憩いの公園 

お祭りやイベントのできる公園 

・世代間交流や地域交流の場所にしたい！ 

・大きな広場でイベントや地域の交流活動がしたい！ 

・日かげや木陰があるといい！ 

安全・安心に過ごせる公園 

・見通しのいい公園にしたい！ 

・防犯対策や維持管理、公園のルールづくりをしっかりしてほしい！ 

・道路への飛び出し防止等をしっかりしてほしい！ 

・子どもたちが遊ぶエリアと地域の交流活動等のエリアを分けて、安全に

楽しめる場所にしたい！ 

みどり豊かな公園 
・木陰のある園路・広場などがたくさんあるといい！ 

・花や木がたくさんある公園にしたい！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回 テーマ 「公園のゾーニング・施設配置を考えよう！」 

ゾーニングについての主な意見（一部要約、抜粋） 

・あそび広場ゾーンを北側に広げる。 

・多目的広場ゾーンとあそび広場ゾーンの間に高低

差を設け、植栽でゾーンを分ける。 

・公園東側中央に歩行者出入口を設ける。各出入口

は夜間閉鎖する。 

・公園西側にまとまった植栽を設ける。公園東側の既

存樹木は残したい。 

・公園内を周回できるウォーキング・ラニングコース

を設ける。 

・キャッチボールができるスペースを設ける。 

 
施設の配置についての主な意見（一部要約、抜粋） 

全 体 

・公園西側は近隣住民に配慮して、施設をあまり配置しない。 

・外周フェンスを設置し、夜間閉鎖する。 

・公園内にベンチをたくさん設置する。 

多目的広場ゾーン ・広場外周に休憩施設、健康遊具などを設置する。 

にぎわい広場ゾーン ・休憩施設、防災施設(マンホールトイレ、かまどベンチ)を設置する。 

あそび広場ゾーン ・遊具は大型(目玉)遊具、ブランコ、ターザンロープなどを設置する。 

公園東側中央 ・小さい子が安全に遊べるよう幼児用エリアは囲われていると良い。 

 
 

北坂戸地区のまちづくりコンセプト 

多世代が暮らし続けられる 

コンパクトなまちづくり 
「坂戸市北坂戸地区まち・くらし再生事業基本計画」 

第 ３ 回 
北坂戸地区都市公園づくり 
ワークショップニュース 

令和６（2024）年 11 月吉日発行 

坂戸市 都市整備部 北坂戸地区まちづくり推進室 

日  時 ： 令和６年 11 月 4 日（月・祝） １0 時００分 ～ １2 時００分 

場  所 ： 北坂戸地域交流センター 集会室 

出席者 ： 20 名  事務局 : 12 名（うち、市 6 名 委託業者 6 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回 

開催風景 

<プログラム> 

1. 開 会 

2. ワークショップの説明 

・第２回ワークショップの振り返り 

・公園の計画素案の説明 

３. ワークショップの実施 

・自己紹介とグループの発表者の選任 

・意見交換 

・グループごとに発表 

・全体まとめ 

４. 閉 会 

計画素案についてグ

ループごとに意見交

換を確認しました。 

グループで出た意見

を発表しました。 

【公園づくりのコンセプト(整備目標)】 

みんなの『にこにこ元気』がつながる公園 

 

 

 

 

 

 

多目的広場ｿﾞｰﾝ 

にぎわい広場ｿﾞｰﾝ 

あそび広場ｿﾞｰﾝ 

第３回ワークショップのテーマと意見のまとめは、別紙（Ａ3 用紙）を確認ください。 

 



作業内容： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他(計画素案での各種方針)】 

  ①歴史民俗資料館(北坂戸地域交流センター)整備の方針 

北坂戸地域交流センターの機能が多世代交流拠点(現溝端公園)に移転後、建物・外構工事の改修を

行うため、都市公園のオープン時期とは異なります。 

②公園西側の万年塀等の方針 

今後、近隣住民と調整を行いながら、撤去・新設等の方針を決定します。 

③公園の管理・運営の方針 

公園の夜間閉鎖は行わず、駐車場（無料）のみ夜間閉鎖する予定です。管理人の常駐予定はありません。 

④ボール遊び（キャッチボール場）の方針 

教育センターの将来移転後の跡地活用も踏まえて、ボール遊びができる場所を検討します。 

⑤防災施設（校舎活用）の方針 

主に防災備蓄倉庫として活用します。防災集会所の機能も検討していますが、施設内のトイレは、防災

集会所の利用者のみを想定しています。 

 

御不明な点は下記担当まで御連絡お願いします。 

坂戸市 都市整備部 北坂戸地区まちづくり推進室 担当：川島、武井 

TEL：049-283-13３１（内線５３７）  FAX:049-283-1６85  

●第３回ワークショップのテーマと主な意見のまとめ 

 

テーマ 「公園のゾーニング・施設配置を考えよう！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

計画素案についての主な意見（一部要約、抜粋） 

全 体 

・公園中央のあずまやは周辺に樹木が少なく暑そう。 

・あそび広場のパーゴラをあずまやにする。また、あずまやをもう１か所追加してほしい。 

・時計を２か所設置してほしい。 

・ベンチには寝ころび対策をしてほしい。 

・公園外周にはボールなどの飛び出し防止のため、低いフェンスを設置してほしい。 

・花壇を設置してほしい。 

・各出入口には駐輪ラックを設置してほしい。 

多目的広場 

広場周辺 

・多目的広場を広げて、ランニングコースを延長してほしい。 

・ランニングコースは、緩やかでいいのでアップダウンをつけてほしい。 

・ダスト舗装は凹凸ができるため、芝生か人工芝にしてほしい。 

・多目的広場の利用方法を明確にしてほしい。 

あそび広場 

広場周辺 

・あそび広場を東側に広げてほしい。 

・あそび広場にはソリですべって遊べる築山がほしい。 

・設置する児童用遊具については、小学生の子どもを持つ子育て世代などのニーズも把

握してほしい。 

・あそび広場に小さいトレイを設置してほしい。 

にぎわい・防災広場 

防災施設(校舎活用) 

・にぎわい・防災広場周辺または防災施設(校舎活用)に AED を設置してほしい。 

・防災施設(校舎活用)を西側に移設してほしい。 

・防災施設(校舎活用)の１階に集会所、道具を置けるスペース、シャワー室を設けてほし

い。 

駐車場 ・駐車台数は必要最低限にする。 

植 栽 

・ウォーキングコースやランニングコースに日陰ができるよう高木を植栽してほしい。 

・一部、雑木林のような植栽にしてほしい。樹木の樹種や将来的な大きさを考慮する。 

・既存のサクラの撤去に備えて、新しいサクラを植栽してほしい。 

その他 

・管理人の常駐、公園は夜間閉鎖してほしい。 

・管理者が市内の公園を巡回するなどの安全対策(不法駐車取り締まり)を検討してほし

い。 

・防犯カメラを設置してほしい。 

公園の計画素案について、 

気になるところ、 

直した方が良いところなどの 

ご意見をいただきました 
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